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佐藤てつや事務所皆さんの声、ぜひお聞かせください! 〒963-8862 郡山市菜根三丁目39-7
E-mail :sugar503@cameo.plala.or.jp

　秋もいよいよ深まり、朝晩の空気に冬の気配を感じる季節となり
ました。皆様にはお変わりなくお過ごしのこととお慶び申し上げ
ます。さて、去る令和7年度9月県議会定例会において、私は14項目に
わたり質問を行いました。最低賃金引き上げに伴う中小企業支援、
生成AIの活用指針、教育現場での盗撮対策や教職員の働き方改革、
外国人住民との共生、さらには地域防災力の向上など、県民生活に
密接に関わる課題について、知事や関係部局に具体的な対応を
求めました。
 　今回の質問を通じ、改めて現場の
声に寄り添い、課題を一つひとつ
形にしていくことの重要性を感じま
した。これからも地域の皆様の声を
県政に届け、より良い福島の未来を
築いていけるよう、全力で取り組んで
まいります。
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佐藤てつや
誰もが誇れる“ふるさと”の創造

福島県議会議員 福島県議会における佐藤てつやの質問と解説

Q
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本県の最低賃金は、来年１月１日
より955円から初めて1,000円を
超える1,033円に引き上げられる
ことになりました。働く皆さんにとって
は喜ばしい賃上げですが、中小企業
の経営には大きな負担となりかね
ません。国の支援策を待つだけで
なく、県として先んじて検討を始め
ると答弁いただいたことに、知事の
本気度が表れています。

事業者の皆さんや商工関係団体
等から幅広くご意見を伺いなが

ら、経営環境の厳しい県内中小企業に
対する支援策を検討してまいります。

て
つ
や
の
解
説

Point!

インターン生と一緒に、地域の課題を協議。

国の「食料・農業・農村基本法」改正を受け、福島県では農業・農村振興条例の
内容見直しの必要性を検討するため、昨年10月にプロジェクトチームを設置し、
関係機関との意見交換を行いながら改正案を作成しました。6月17日には、条例
改正に向けた検討組織の設置を西山議長に要望しました。今後も本県の農業と
農村を持続的に発展させるための政策を推進していく方針です。

人手不足の最前線へ
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郡山市立薫小学校
父母と教師の会会長（平成22年まで）

郡山市PTA連合会副会長

郡山市立郡山第一中学校PTA会長

郡山市議会議員（連続3期）

福島県立安積黎明高等学校PTA会長

福島県議会議員（2期目）

◆農林水産委員会（副委員長）
◆少子高齢化・地域活性化対策
　特別委員会

郡山市鶴見坦出身
郡山市立薫小学校卒業
郡山市立郡山第一中学校卒業
福島県立郡山高等学校卒業
工学院大学専門学校
夜間部建築科研究課程卒業

●趣味／音楽・演劇鑑賞、スポーツ観戦、キャンプ
●特徴／身長180cm、常にパワー全開！元気一番！
　　　　妻、ネコ2匹と暮らしている。

所属委員会

最低賃金の大幅な引き上げを
受け、経営環境の厳しい県内

中小企業への支援にどのように
取り組んでいくのか、知事の考えを
お尋ねします。

佐藤てつや
プロフィール

昭和43年
4月19日生まれ。

議会登壇の様子

農林水産委員会でスマート農業に取り組むキュウリ生産者を視察

農業・農村基本条例プロジェクトチームで議長へ要望を行った時の様子

今後とも、“佐藤てつや”への変わらぬ
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

最低賃金引き上げに伴う
中小企業支援について
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名古屋市などで教員が児童を盗撮
し、SNSで画像を共有するという
重大事件が発生しました。高い倫理
観を求められる教員がこのような
卑劣な行為に及んだことは、教育
現場への信頼を大きく揺るがす
もので、断じて許されません。保護
者や児童生徒が安心できる教育
環境を守るため、再発防止を強く
求めていきます。

私的なモバイル端末による
児童生徒の撮影禁止や教室の

定期点検などを徹底し、盗撮防止に
しっかり取り組んでまいります。
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Point!

県教育委員会は、教職員に
よる児童生徒への盗撮防止

にどのように取り組んでいくのか
お尋ねします。

学校現場における
盗撮対策について
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国内最高峰の自動車レース「スー
パーフォーミュラ」において、本県産
のバイオ燃料が導入されることが
発表されました。イノベーション・
コースト構想から生まれた新技術
を積極的に発信することで、産業
振興や企業連携の強化、さらに
若者の理工系分野への関心向上
にも繋がると期待されます。

首都圏でのメディア発表会や
セミナーなどを通じて広く周知

するとともに、福島イノベ推進機構
等と連携し、効果的な情報発信に
努めてまいります。
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Point!

福島イノベーション・コースト
構想により生み出された技術

等をどのように発信していくのか、
お尋ねします。

本県の
技術発信について

農林水産部会で県漁連から要望を受ける様子

テーマは「人手不足・担い手
不足を考える」。イベントは2部
構成で、前半はインターン生が
足を運んだ各種団体の人手
不足・担い手不足の状況報告
し、後半はその対応策を考える
ワークショップに参加しました。

福島県
農業・農村振興条例
改正に向けて
要望書を

提出しました。


